
はじめに

地域の伝統芸能は私たちにとって身近な存在です。お祭りの際聞こえてく

るお囃子の調べや、それに合わせた演舞は祭りの際、なくてはならない存

在であり、今後も継承されることが望まれる町の宝です。しかし、その継承

は、少子化や地域社会に対する住民の考え方の変化、さらに近年猛威を

振るった新型コロナウイスルの感染拡大の影響から、容易ではなくなりつ

つあるのが現状です。

文化財保護審議会では今回、「箱根ケ崎獅子舞」のパネル展示を行うこ

とにしました。この芸能の歴史は１６０年以上にもおよび、その文化財とし

ての価値から昭和４８年(１９７３年)３月に、瑞穂町無形民俗文化財に指

定されています。現在、この芸能は「箱根ヶ崎獅子舞保存会」により継承さ

れていますが、演舞を目にする機会が減りつつあるのが現状です。本展示

は、町民の皆様にこの獅子舞のことを知っていただき、多くの町民の方に

親しんでいただくことを目的とし、企画されました。「箱根ケ崎獅子舞」に関

するクイズも準備していますので、展示をご覧いただいた上でご参加いた

だければ幸いです。

令和５年１１月
瑞穂町文化財保護審議会

第２５回産業祭りにおいて
（平成７年 下師岡公園）
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箱根ケ崎獅子舞の歴史
箱根ケ崎獅子舞がいつ頃から演舞されるようになったかは、よくわかってい

ません。現在の埼玉県所沢市岩崎地区から伝わったとされ、瑞穂町に残され

た獅子舞に関する最も古い資料は、江戸末期の安政４年（１８５７年）の獅子

頭再建寄進帳になります。この資料から、旧箱根ケ崎村内の中組と上宿組の

人々から寄付を受け、演舞に使用する獅子頭が新調されたことを確認するこ

とができます。村内で起こった火災で獅子頭が焼失してしまったため、新調す

ることになったようです。つまり、少なくとも現在から１６６年前に、箱根ケ崎獅

子舞は演舞されていたのです。その後、幕末の混乱で、元治元年（１８６４年）

に一旦中断されたものの、３０年後の明治２６年（１８９３年）に再び演舞が行

われるようになり、今日に至っています。

加藤神社での演舞（昭和23年（1948年））
（瑞穂町郷土資料館収蔵）

ワタシが日本にやってきたのは、

嘉永６年（１８５２年）のことデス。その頃には

もう箱根ケ崎の獅子舞は演じられていたのデスネ。

ペリー提督

瑞穂町内を巡る獅子舞（昭和50年代）
（瑞穂町郷土資料館蔵）

大老井伊直弼

私が桜田門外で暗殺されたのは万延元年

（１８６０年）のことじゃ。大政奉還が慶応４年

（１８６７年）のことじゃから、獅子舞が中断した時、

世の中はさぞかし混乱していたことじゃろう。

箱根ケ崎獅子舞と日本史
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箱根ケ崎獅子舞の特徴
箱根ケ崎の獅子舞は「五穀豊穣・家内安全・雨乞い」などを祈願する目的で、

舞われます。東京都多摩地域では獅子が三匹舞う「三匹獅子舞」が一般的で、

瑞穂町でも雄獅子二匹、雌獅子一匹が演舞に登場します。また獅子頭につ

いても、鹿、猪、麒麟、竜などの種類があり、瑞穂町は竜頭が用いられます。

箱根ケ崎獅子舞に独特なのが、「曾我兄弟の仇討ち」が演じられる点で、こ

のような例は他の地域ではみられません。それでは、「箱根ケ崎獅子舞」どの

ような順序で演舞がおこなわれるのでしょう。

棒遣いによる演舞
（平成７年第２５回産業まつりにて）

１．鎖鎌、長刀、六尺棒を持った４人

の棒遣いが登場し、「曾我兄弟の仇

討ち」を演じます。

曾我兄弟の仇討ちとは？

建久４年（１１９３年）、源頼朝が行った富

士の巻き狩りの際、曾我祐成・曾我時致

兄弟が、父親の仇である工藤祐経を討っ

た事件。日本三大仇討ちのひとつ。

２．棒遣いによる演舞が終わると、

獅子舞が始まります。演目は１０庭

あり、以下の順序で演じられます。

１.道行（笛）

２．入は（笛）

３．くるい（笛）

４．まわれや車（唄）

５．歌がかり（唄）

６．女獅子隠（唄）

７．岩くだき（唄）

８．女獅子遊（舞）

９.松山の（唄）

１０.日がくれる（唄）

三匹獅子による演舞
（平成７年第２５回産業祭りにて）
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箱根ケ崎獅子舞の構成と近年の活動

雄獅子頭
（太郎）

雄獅子頭
（次郎）

雌獅子頭
（花子）

獅子舞の演舞には以下のメンバーが必要です。

獅子舞再興時に用いられた獅子頭
（瑞穂町郷土資料館蔵）

配役 人数 備　　　　　　考

天狗（はいをい） 1

棒遣い 4

雄獅子 2

雌獅子 1

ささらすり 4

笛 4

唄 4

昭和４０年代以降、箱根ケ崎獅子舞は町域内外でさかんに演舞されました。

昭和４７年（１９７２年）にはＮＨＫ「スタジオ１０２」に出演し、その後、平成３年

（１９９１年）には、第２６回東京都郷土芸能まつりに参加し、都民芸術フェス

ティバル（平成５年（１９９３年））、多摩有効年市民ワールドバザール（平成５

年（１９９３年））、拝島大師奉納（平成６年（１９９４年））、箱根ケ崎駅舎新築落

成イベント（平成１７年（２００５年））などで演舞されます。しかし近年は、メン

バーの不足が原因で、演舞が困難な状況にあります。今後、演舞がまた行え

るよう、地域で箱根ケ崎獅子舞を盛り上げていきましょう。


